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PutiPuti プチプチ ver. 0.4 
２～３人 ｜ １０歳以上 ｜ ３０分 

 
 「putiputi（プチプチ）」とは、マオリ語で「花」のことです。物語は、南洋の島に住まう妖精の女王
さまが妖精たちを集めて、美しい花カゴを作って女王さまに捧げるよう命じたところから始まります。
島に咲く花を上手に摘みとって、より美しく、女王さまの望みにかなう花カゴを作りましょう。 
 

内容物 ※ボード３枚、ポーカー１８枚、ハーフ２０枚、チップ４８枚、コマ９個 
 カゴボード ３枚   ※横４×縦４のカゴのマス目と、花５つ分の袋スペース 
 アクションカード ６枚  ※ポーカーサイズ 
 女王の望みカード １０枚  ※ポーカーサイズ 
 市場カード １枚   ※ポーカーサイズ 
 太陽カード １枚   ※ポーカーサイズ 
 魔法カード ２０枚   ※ハーフサイズ 
 妖精コマ ３色×３個 (大１個、小２個) ※ワーカー 
 花チップ ４８枚（６色×８枚） 
 

準備 

(1) プレイヤーは、各自カゴボード１枚と妖精コマ１色２個（大１個・小１個）をそれぞれ受け取って
自分の手元に置きます。２人プレイの場合、さらに自分の色の妖精コマ（小）１個ずつをテーブル
のわきに置いておきます。残った妖精コマは使わず箱にしまいます。 

(2) アクションカード６枚をオモテ向きでプレイヤーの間に並べます。その横に市場カードを置きます。 
(3) 女王の望みカード１０枚をウラ向きによく切って、内容を見ずに３枚を抜き出し、オモテ向きにし

て全員の見えるところに置きます。残った７枚は使わず箱にしまいます。 
(4) 魔法カード２０枚をウラ向きによく切って、山札として近くに置きます。それから全員、山札の上

から１枚ずつ魔法カードを引きます。引いたカードは他の人に見せないように持っておきます。 
(5) 花チップをすべてウラ向きにしてよく混ぜ、手の届くところに山にして積んでおきます。 
(6) 年少のプレイヤーが太陽カードを受け取り、ゲームを開始します。 
 

ゲームの流れ 

 このゲームでは、自分のカゴの中にお花をできるだけ多く、きれいに飾ることを目指します。ゲーム
は８日にわたって進行し、最後に女王の望みカードを見て得点を計算します。 
 １日は以下の流れからなります。太陽カードを持っている人が先手となります。 
 
(1) 先手の人は花チップを山から１枚ずつめくり、３枚の「島」カードの上に順番に置きます。最初に

《サンサンの島》に３枚、次に《ニライカの島》に２枚、最後に《イチユーの島》に１枚を置きま
す。前日の花チップが残っていても決まった枚数を島に置きます。チップが足りない場合、上の順
番で置けるだけ置きます。 
次に先手の人は、４枚以上のチップが置かれた島から、島のチップが３枚になるように好きなチッ
プを選んでオモテ向きに市場の上に移します。 
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(2) 先手から時計回りに順番を交代し（２人の場合は交互に）、妖精コマを１つずつアクションカードの
上に置きます。置いたら、そのカードのアクションをすぐに実行し、次の人に順番を交代します。
全員が手元の妖精コマを置ききるまでこれを繰り返します。 
すでに誰かの妖精コマが置いてあるカードには、妖精コマを置けません。ただし大きい妖精コマは、
小さい妖精コマだけが置かれたカードの上であれば、置いてアクションを行えます。 

(3) 全員が妖精コマを置ききったら、自分の妖精コマをすべて手元に戻して１日は終わります。もし花
チップの山がすべてなくなっているか、または誰かのカゴが花チップで埋まっていたら、ゲームを
終了して最後の得点計算に移ります。そうでなければ、次の１日を始めます。 

アクションカード 

《サンサンの島》《ニライカの島》《イチユーの島》 
 島に咲いている花チップを取り、自分のカゴボードの袋の上に置きます。小さい妖精は好きな花２つ
を、大きい妖精はすべての花を取って運ぶことができ、また必ずそうしなくてはなりません。自分の袋
には花チップを５枚まで置くことができ、袋の中の花が６つ以上になったら、５つになるように、好き
な花を選んでオモテ向きのまま市場に置きます。 
 《ニライカの島》では、さらに太陽カードを手元に取ります。後から大きい妖精でこの島に入ったら、
太陽カードはその人の手元に移ります。 
 《イチユーの島》では、さらに市場カードの上に花チップがあれば、好きな１つを選んで手元に取り
ます。市場から取る１つは、小さい妖精の運べる２つの制限に含まれません。 
 
《リゾンの花屋》 
 自分の袋から花チップを２つ選んで（横に並べて、カゴの上から下に落とすように）カゴの連続する
縦２列のもっとも低い段に置きます。どちらの花を左／右にしてもかまいません。カゴからあふれた花
は、オモテ向きで市場に置きます。 
 
《バティの花屋》 
 自分の袋から花チップを２つ選んで（縦に並べて、カゴの上から下に落とすように）カゴの好きな縦
１列の低い段から順に置きます。どちらの花を上／下にしてもかまいません。カゴからあふれた花は、
オモテ向きで市場に置きます。 
 
《魔女の小屋》 
 「魔法カードを１枚引く」か、または「自分のカゴから好きな花チップを１枚捨て、魔法カードを２
枚引く」かのどちらかを行います。引いた魔法カードは自分だけが見てウラ向きに伏せておき、ゲーム
中に効果があるものは次の番から使うことができます。捨てた花チップはオモテ向きで市場に置きます。 
 花チップを捨てたとき、同じ縦列の上に花チップがあれば、空いたスペースを埋めるようにしてそれ
らのチップをすべて１段下にずらします。 
 魔法カードは手元に５枚までしか持てません。魔法カードが６枚以上になったら、５枚になるように
好きな魔法カードを選んでウラ向きにし、好きな順番で山札の一番下に戻します。 
 

妖精コマの獲得（2人プレイのみ） 

 ２人プレイでは、《花屋》のアクションでカゴの最上段いずれかのマスに花チップを置くと、テーブル
のわきに置いた３つ目の妖精コマを手元に取って、その日からただちに使えるようになります。一度手
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元に取った妖精は、最上段の花チップがなくなっても離れることはありません。 
 

魔法カード 

 魔法カードには、ゲーム中に効果があるものと、ゲーム終了時に得点になるものとがあります。どの
カードも使うまでは相手に見せないようにしてください。 
 ゲーム中に効果のあるカードは、自分の番にだけ使うことができます。引いた瞬間には使えず、次の
自分の番から使えることに注意してください。ゲーム終了時に得点になるカードは、ゲーム中はずっと
伏せておいて自分だけが見られます。 
 
【カード効果の注意点】 
《商売の女神》 … 市場から好きな花チップ２つを取り、袋に置きます。袋の中身が５つを超えたら、
島のアクションと同様にしてあふれた分を市場に移します。 
《技芸の女神》 … 袋の花チップ１つを、カゴの花チップ１つとただちに入れ替えます。カゴの花を
抜くときに上段の花は落としません。 
 

女王の望みカード 

（省略） 
 

ゲームの終わり 

 １日の終わりに誰かのカゴが花チップで埋まっているか、８日後に花チップの山がすべてなくなって
いたら、ゲームは終わります。 
 女王の望みカードを１枚ずつ確認し、各自その条件に従って点数を得ます。さらに魔法カードの点数
があればそれを足し、合計の点数がより高いプレイヤーがゲームに勝利します。 
 同点の場合、カゴに入っている花の数がより多いプレイヤーの勝利です。それも同じであれば、太陽
カードを持っているプレイヤーの勝利です。 
 

ゲームデザイン 鈴木一馬（Twitter: @_kazuma0221） 
©2025 Tarte Games 
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